
考え方 工 夫

自分ができること、やる
べきことを考えて、人任

まか

せにしないで、自分から
進んで行動することが
大切です。責

せき
任
にん

を持って
行動しましょう。

　自分のことだけではなく、世界のみんなのことを考え
てみましょう。そして、未来の地球に生まれてくる新しい
命や将

しょう
来
らい

の自分、世界中の人々を想
そう

像
ぞう

してみましょう。
　ここでは、ＥＳＤの考え方を6つに分けて紹

しょう
介
かい

します。

　工夫を取り入れて、できることから始めましょう。みん
なが取り組めば、その行動は世界に広がります。人々が
地球のことを考えて生活することは、ＥＳＤで目指す

「今も将
しょう

来
らい

も、幸せに暮
く

らせる社会」につながります。

世界には多くの国や
文化があり、人々の
暮
く

らし方や考え方は
さまざまです。自然
の様子も場所によっ

て異
こと

なります。何かを見る時には、いろいろな立
場から考えてみましょう。

ひとつの地球にみんなの
命があります。国や年令を
問わず、誰

だれ
もが等しく、幸

せに暮
く

らせる権
けん

利
り

を持っ
ていることを忘

わす
れてはい

けません。

生き物は周りの自然とつ
ながり、人も自然から食
べ物や燃

ねん
料
りょう

などをもらっ
ています。人同士はもち
ろん、すべてのものが互

たが

いに関わり合っているこ
とを意

い
識
しき

してみましょう。

食べ物や光や電気など
は、無

む
限
げん

にあるわけでは
ありません。すべてのも
のには限

かぎ
りがあるという

ことを理
り

解
かい

し、未来のた
めにはどうすればよいか
を考えてみましょう。

一人ひとりの力は小
さくても、みんなで知

ち

恵
え

や力を合わせて協
力すれば、大きなこと
が成しとげられます。

人の意見にも耳をかたむけ、誰
だれ

かと話し合いなが
ら問題を考えてみましょう。

本当に正しいこと？ 　
どんなことにも疑

ぎ
問
もん

を
持って考え、自分が納

なっ

得
とく

できる理由を探
さが

して
みましょう。

今や昔を考えて、未来を想
そう

像
ぞう

してみましょう。どうす
ればみんなが望む未来にな
るのか、考え方を工夫して
計画することも大切です。

未来を想像して計画しよう

いろいろな方向から見てみよう

みんなで協力すれば、でき
ることがたくさんありま
す。いろいろな人の立場に
立って考え、協力して物事
を進めてみましょう。

毎日の暮
く

らしは、いろいろな
ものとつながり、そして支

ささ
え

られています。何と何がつな
がり、関わり合うのか意

い
識
しき

し
て生活してみましょう。

誰
だれ

かのため、みんなのため
に、進んで行動してみましょ
う。自分のできることがた
くさん見つかるはずです。

疑問を持ってみよう みんなで協力しよう

つながりを大切にしよう

進んで参加しよう
いろいろな方向から物事を
見てみましょう。また、物事
を関連づけて考えてみま
しょう。新しい発見がある
かもしれません。

自分の思ったこと、感じた
ことは誰

だれ
かに話してみま

しょう。周りの人の意見を
聞いてみるのもポイント
です。

誰かに気持ちを伝えよう

ぎ  もん

そう ぞう

だれ

何ができるかな？
さっそく行動してみよう！
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ESDで問題と向き合うための考え方
かい けつ

ESDで問題を解決するための工夫

多様性 一人ひとり大切にいろいろある

力を合わせて関わり合っている

自分がやるべきことを限りがある
かぎ

公平性

連携性

責任性有限性

相互性
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もん だい む あ かんが かた もん だい く  ふう


